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平成26年度一般会計補正予算などを可決

　市議会５月臨時会は、５月14日から16日までの３日間の
会期で開催し、正・副議長の選挙等を行いました。
　また、市議会６月定例会は、６月２日から26日までの25
日間の会期で開催しました。平成26年度一般会計補正予算
など11議案が上程され、いずれも原案のとおり承認・可決
しました。人事案件も３件上程され、いずれも適当と認めま
した。
　また、「労働者保護ルールの見直しに関する意見書」など
議員による発議案５件も、原案のとおり可決しました。
なお、一般質問は６月11日・12日の２日間で行われました。

◦５月臨時会（議会人事）・６月定例会……２
◦永年勤続表彰……………………２
◦会派名と構成……………………２
◦６月定例会の審議結果…………３
◦本会議の討論……………………３
◦人事案件・議員発議……………３
◦一般質問…………………………４
◦政務活動費………………………11
◦表紙の写真を募集します………11
◦議会タウンミーティング開催のお知らせ……12
◦９月市議会定例会の予定………12
◦議会を傍聴しませんか…………12

主な内容
５月臨時会・６月定例会

平成26年
８月５日

第191号

市ホームページよりお入りください

平成26年4月20日に行われた第16期市議会議員選挙で当選した、新議員（22名）です。
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５
月
臨
時
会
・
６
月
定
例
会

市
議
会
の
会
派
名
と
構
成

　

５
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
、
副

議
長
の
選
挙
後
、
各
常
任
委
員
会
及
び

特
別
委
員
会
の
選
任
及
び
正
副
委
員
長

の
互
選
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
の

選
挙
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
決

算
特
別
委
員
会
・
予
算
特
別
委
員
会
の

正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
（
敬
称
略
）

（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

議
会
運
営
委
員
会

◎
水
野　

明　

○
大
石
保
幸

　

遠
藤
久
仁
雄　

大
石
信
生

　

小
林
和
彦　
　

西
原
明
美

　

萩
原
麻
夫　
　

杉
山
猛
志

　

天
野
正
孝

（
常
任
委
員
会
）

総
務
文
教
委
員
会

◎
杉
山
猛
志　

○
西
原
明
美

　

遠
藤
久
仁
雄　

池
田　

博

　

松
嵜
周
一　
　

大
石
信
生

　

岡
村
好
男　
　

水
野　

明

健
康
福
祉
委
員
会

◎
萩
原
麻
夫　

○
大
石
保
幸　

　

多
田　

晃　
　

油
井
和
行

　

石
井
通
春　
　

天
野
正
孝

　

薮
﨑
幸
裕

建
設
経
済
環
境
委
員
会

◎
小
林
和
彦　

○
植
田
裕
明

　

平
井　

登　
　

鈴
木
岳
幸

　

山
根　

一　
　

山
本
信
行

　

遠
藤　

孝

（
特
別
委
員
会
）

決
算
特
別
委
員
会

◎
植
田
裕
明　

○
天
野
正
孝

　

遠
藤
久
仁
雄　

鈴
木
岳
幸

　

油
井
和
行　
　

松
嵜
周
一

　

大
石
保
幸　
　

大
石
信
生

　

杉
山
猛
志　
　

薮
﨑
幸
裕

　

水
野　

明　

予
算
特
別
委
員
会

◎
西
原
明
美　

○
萩
原
麻
夫

　

平
井　

登　
　

池
田　

博

　

多
田　

晃　
　

山
根　

一

　

山
本
信
行　
　

石
井
通
春

　

小
林
和
彦　
　

岡
村
好
男

　

遠
藤　

孝

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

◎
西
原
明
美　

○
大
石
信
生

　

遠
藤
久
仁
雄　

大
石
保
幸

　

天
野
正
孝　
　

遠
藤　

孝

　

植
田
裕
明

市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

◎
石
井
通
春　

○
小
林
和
彦

　

平
井　

登　
　

鈴
木
岳
幸

　

油
井
和
行　
　

大
石
保
幸

市
議
会
倫
理
委
員
会

◎
水
野　

明　

○
杉
山
猛
志

　

平
井　

登　
　

鈴
木
岳
幸

　

山
本
信
行　
　

大
石
信
生

　

萩
原
麻
夫

駿
遠
学
園
管
理
組
合
議
会
議
員

　

萩
原
麻
夫　

大
石
保
幸

志
太
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　

大
石
保
幸　

石
井
通
春

　

萩
原
麻
夫　

杉
山
猛
志

　

天
野
正
孝　

岡
村
好
男

　

水
野　

明　

薮
﨑
幸
裕

農
業
委
員
会
委
員

　

議
会
と
し
て
、
次
の
議
員
を
推
薦
し

ま
し
た
。(

敬
称
略
）

　

山
根　

一

去
る
５
月
28
日
の
第
90
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、

市
議
会
議
員
と
し
て
市
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
全

国
市
議
会
議
長
会
表
彰
規
程
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
５
月
１
日
か
ら
、

市
議
会
の
会
派
構
成
は
、
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

（
◎
代
表
者
）

　
　藤

新
会
（
12
名
）

◎
水
野　

明　

植
田
裕
明

　

遠
藤　

孝　

薮
﨑
幸
裕

　

杉
山
猛
志　

萩
原
麻
夫

　

西
原
明
美　

小
林
和
彦

　

山
根　

一　

松
嵜
周
一

　

油
井
和
行　

多
田　

晃

市
民
ク
ラ
ブ
（
３
名
）

◎
天
野
正
孝　

岡
村
好
男

　

鈴
木
岳
幸

日
本
共
産
党
（
２
名
）

◎
大
石
信
生　

石
井
通
春

公
明
党
（
２
名
）

◎
大
石
保
幸　

山
本
信
行

60
社

ろ
く
ま
る
し
ゃ
ち
ゅ
う

中
（
２
名
）

◎
遠
藤
久
仁
雄　

平
井　

登

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

　

池
田　

博

＊
会
派
と
は
、
藤
枝
市
議
会

で
は
、
二
人
以
上
の
志
を
同

じ
く
し
、
議
会
活
動
を
共
に

す
る
議
員
の
グ
ル
ー
プ
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

永
年
勤
続

一
般
表
彰
（
議
員
歴
10
年
以
上
）

　
　

薮
﨑
幸
裕
議
員

　
　

臼
井
郁
夫
前
議
員

議　

長

副
議
長

監
査
委
員

薮
﨑
幸
裕

岡
村
好
男

遠
藤
　
孝
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第58号議案 専決処分の承認を求めることについて（藤枝市税条例等の一部を改正する条例）
第59号議案 専決処分の承認を求めることについて（藤枝市都市計画税条例の一部を改正する条例）
第60号議案 専決処分の承認を求めることについて（藤枝市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
第61号議案 専決処分の承認を求めることについて（平成25年度藤枝市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号））
第62号議案 平成26年度藤枝市一般会計補正予算（第２号）
第63号議案 藤枝市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例
第65号議案 藤枝市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
第66号議案 藤枝市立総合病院使用料及び手数料条例の一部を改正する条例
第67号議案 市有財産の取得について（普通消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）５台）
第68号議案 市有財産の取得について（小型動力ポンプ付積載車４台）
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について
諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦について
発議案第１号 労働者保護ルールの見直しに関する意見書

発議案第２号 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた環境整備及び地域における取り組みへの
支援を求める意見書

発議案第３号 鳥獣の捕獲促進体制強化の速やかな実施を求める意見書
発議案第４号 決算特別委員会の設置について
発議案第５号 予算特別委員会の設置について

６月定例会で審議された議案等
◆全会一致で原案承認・可決・適当◆

◆賛否の分かれた議案◆	 ○賛成　　×反対

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
議

員
提
出
に
よ
る
発
議
案
５
件

が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◆
発
議
案
第
１
号

「
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
見

直
し
に
関
す
る
意
見
書
」

　
「
限
定
正
社
員
」
制
度
の

普
及
な
ど
に
つ
い
て
の
慎
重

な
対
応
等
、
労
働
者
が
安
心

し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
国
に
要
望
す
る
。

◆
発
議
案
第
２
号

「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
に
向
け
た
環
境
整

備
及
び
地
域
に
お
け
る
取
り

組
み
へ
の
支
援
を
求
め
る
意

見
書
」

　

大
会
の
成
功
に
向
け
て
、

環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
い
て
積
極
的

に
取
り
組
も
う
と
す
る
自
治

体
に
必
要
な
支
援
策
を
講
ず

る
よ
う
政
府
に
対
し
要
望
す

る
。

◆
発
議
案
第
３
号

「
鳥
獣
の
捕
獲
促
進
体
制
強

化
の
速
や
か
な
実
施
を
求
め

る
意
見
書
」

　

鳥
獣
の
捕
獲
促
進
体
制
の

強
化
が
速
や
か
に
実
施
さ
れ

る
よ
う
、
国
が
主
導
し
て
広

域
的
な
対
応
の
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
す

る
。

◆
発
議
案
第
４
号

「
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
」

　

前
年
度
決
算
を
一
つ
の
委

員
会
で
包
括
的
に
審
査
す
る

た
め
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

事
業
の
評
価
や
課
題
の
整
理
、

次
年
度
予
算
に
向
け
た
提
言

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

◆
発
議
案
第
５
号

「
予
算
特
別
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
」

　

次
年
度
予
算
を
一
つ
の
委

員
会
で
審
査
す
る
た
め
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
決
算
特

別
委
員
会
か
ら
次
年
度
予
算

の
提
言
の
反
映
状
況
等
を
審

査
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

可
決
さ
れ
た
議
員
発
議

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

原
木
一
義
（
五
十
海
）

　

杉
村
好
美
（
鬼
島
）

　

堀　

雅

（
堀
之
内
）

次
の
人
事
案
件
に
つ
い
て
、
本

議
会
は
、
適
当
と
認
め
ま
し
た
。

人　

事　

案　

件

　

６
月
定
例
会
で
は
、
賛
否
の

分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
掲

載
し
ま
す
。

藤
枝
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

本
会
議
の討

論

反
対	

　

自
動
車
取
得
税
、
軽
自
動

車
税
、
自
動
二
輪
の
標
準
税

率
な
ど
を
変
え
る
今
回
の
地

方
税
法
改
正
は
、
市
民
に
と

っ
て
与
え
る
影
響
は
大
変
大

き
く
、
自
治
体
は
住
民
の
側

に
立
ち
、
住
民
福
祉
の
機
関

と
し
て
本
改
正
に
立
ち
向
か

っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
本
条
例
案
に
反
対
す

る
。

賛
成 

　

軽
自
動
車
税
の
税
率
引
き

上
げ
な
ど
本
改
正
は
平
成
26

年
度
税
制
大
綱
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、「
必
要
か
つ
妥
当
」

と
判
断
す
る
も
の
で
本
条
例

案
に
賛
成
す
る
。　

議案番号
議員名（議席順）

案件・結果

遠
藤
久
仁
雄

平
井　

登

鈴
木
岳
幸

池
田　

博

多
田　

晃

油
井
和
行

松
嵜
周
一

山
根　

一

山
本
信
行

大
石
保
幸

石
井
通
春

大
石
信
生

小
林
和
彦

西
原
明
美

萩
原
麻
夫

杉
山
猛
志

天
野
正
孝

岡
村
好
男

遠
藤　

孝

植
田
裕
明

水
野　

明

薮
﨑
幸
裕

第64号議案 藤枝市税条例等の一部を改
正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

※議長は採決には加われません。



一
般
質
問
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行政について
・交通安全日本一の今後の展望について………………５
・障がい者雇用について…………………………………６
・連携と交流について……………………………………６
・自動販売機における設置方法の見直しについて……６
・「交通安全日本一！」の推進のため、　危険個所の点検を……７
・農業を基盤とする中山間地域の再生に向けて………８
・藤枝市の産業政策の方向性について…………………８
・地域の交通手段の確保について………………………９
・中山間地域を元気にする提案…………………………９
・蓮華寺池公園とその再整備事業について……………10
・橋梁の耐震化に対する計画とその対応について………10
健康・病院について　
・健康施策のさらなる推進、特にお茶の効能との関連……５
・藤枝市立総合病院の未収納問題について……………６
・認知症の高齢者とその家族への支援…………………７
・子ども医療費の助成について…………………………10

教育について

・「障がい」を持つ子供の通学手段支援充実…………５

・学童保育拡充の課題と子ども子育て支援新制度……５

・小中学校の教職員の勤務形態の改善を………………５

環境について

・ごみ処理問題とクリーンセンターの整備……………７

・再生可能エネルギー導入促進について………………８

・清潔できれいなまちづくり推進について……………９

危機管理について

・藤枝市の防災・減災対策について……………………４

※質問内容については、それぞれのページを
ご覧ください。

６月定例会では、13名の議員が市政全般について質問しました。
ここでは、その要旨を掲載いたします。（掲載順は質問順です。）I N D E X一 般 質 問

藤枝市の防災・減災対策について
問  総合防災訓練と地域防災訓練の本年度の特徴及
び実施内容について伺う。
答	 南海トラフ沿いで大規模地震が発生した想定で、
実践的な突発型地震対応訓練を行う。
　９月の総合防災訓練は、葉梨中学校をメーン会場
とし、避難訓練、情報伝達訓練、初期消火訓練、救
出救助訓練等、実践的な訓練を実施する。地域防災
力の重要な担い手として中高生の活躍が期待され、
大人の少ない平日昼間の訓練に参加して地域の一員
としての自覚を持ってもらう。
　12月の地域防災訓練では、西益津小学校をメーン
会場として市民トリアージを中心とした医療救護訓
練、情報伝達手段の多重化を目的に「臨時災害放送
局用ＦＭ装置」を活用した情報伝達訓練を実施する。
　また、家庭内の安全確保訓練では、「家の耐震化」
「家具の転倒防止」「水・食料の７日分以上の備蓄と
非常用品の準備」を3本柱に、安全に安心して永く
住めるまち藤枝を、市民と一体となって構築してい
く。

問 	本年度の各自主防災会の計画及び避難計画の作
成は、どのようになっているか伺う。
答	 自主防災会長を対象に説明会を開催し、「自主
防災会防災計画書」「避難生活計画書」の作成と見
直しを、地域防災連絡会にて行政が積極的に関与し、
より実効性のある計画書にするため、継続的に検討
会を行っている。
問 	自主防災会の資機材・備蓄品等の整備や対応等
の現状はどのようか伺う。
答	 第４次地震被害想定に基づき資機材・備蓄品の
整備に努め、自主防災会が補助制度を活用し、地域
防災体制の強化・推進を図る。
問 	県の広域避難計画が検討中であるが、本市とし
ての考え方・方針について伺う。
答	 県による避難先の確保を待つだけでなく、災害
時相互応援を進めている他県の各自治体との具体的
な協議を行
っている。

藤　新　会

議員油井　和行

地域防災訓練
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問  国道１号線渋滞緩和と藤枝バイパス４車線化 
答　藤枝バイパスは、平成17年３月の全線無料化以
降、通行量が激増しており、渋滞回避の通行車両が
国道１号に流れ、渋滞が頻繁に発生し、市民生活に
影響がでてきている。渋滞解消に向け、関係機関で
組織する協議会に、市街地の通過交通を両高速道路、
４車線化が成された藤枝バイパスへと誘導し、国道
１号の仮宿から水上東間の渋滞解消や、交通事故の
抑制を図ることなどを提案している。
　国等への要望活動については、今後も引き続き、「国
道１号バイパ
ス（静岡藤枝間）
建設促進期成同
盟会」や「高規
格道路整備促進
静岡藤枝地域議
員連盟」と連携
し、４車線化を
強く要望していく。

交通安全日本一の今後の展望について健康施策のさらなる推進、特にお茶の効能との関連
問  「健康・予防日本一」をめざす本年度の諸施策
答　厚生労働省の「健康寿命をのばそう! アワード」
を受賞した全国11の自治体で設立した「健康寿命延
伸都市協議会」の第１回総会・研修会を、平成26年
９月に本市で開催し、10月には、２日間で60㎞を歩
く「元気ふじえだツーデー 60㎞ウォーキング」を
開催し、全国から参加者を募り、「元気なまち　ふ
じえだ」を発信する。
　ハード面では、総合運動公園多目的広場の人工芝
整備など、市民が気軽にスポーツやレクリエーショ
ンに親しむことができる環境整備を行い、市民の健
康増進につなげてゆく。
問 お茶と健康に関する当局の考えとして、全国茶
サミットの概要とねらい 
答　近年、健康に関するお茶の機能性や効能の研究
が進み、カテキン等の茶葉成分の解明やお茶関連商
品の開発が行われるなど、世界的にもお茶に対する
関心が高まっている。「日本茶のグローバルスタン
ダードへの第一歩」を今回の茶サミットの開催コン

「障がい」を持つ子供の通学手段支援充実

学童保育拡充の課題と子ども・子育て支援新制度

問  「障がい」を持つ子が特別支援学校に通う際、
高校生になると「基本的に通学は自分自身で」とし
て、これまでの送迎バスが利用出来ず、重い障がい
でも自分だけで通う事になっている。補完制度とし
て「移動支援事業」があるが、余暇時の外出支援で、
かつ月20時間の利用制限があり、実態にあってい
ない。
答	 制度はそうなっているが、課題として認識して
おり、事業所や特別支援学校、家族会代表等のプロ
ジェクトチームを設置し訓練期間中の評価方法や効
果的な仕組みについて検討する。国に対し制度見直
しも要請していく。

問  青島小・高洲小と第２クラブを設置したが、実
態は、大洲小は40名の定員に62名が入所、中央小は
36名の定員に63名が入所など、19クラブ中11クラブ
で大幅な定員超過だ。子供を詰め込んで対応してい
るのではないか。

セプトとして位置づけ、国内だけでなく海外市場の
開拓など、新しい時代に対応できるお茶産業の方向
性を示し、茶業関係者の意識の転換を図るとともに、
歴史ある藤枝のお茶文化を世界に知らせる機会とし
ていく。

日本共産党

議員石井　通
みち

春
はる

藤　新　会

議員植田　裕明

答	 保護者が就労している状況による待機児童はおら
ず、現状では充足している。希望する全ての児童を受
け入れるため融通をつけて受け入れている。
問  来年度実施の「子ども・子育て支援新制度」に伴
い、市が学童保育の新条例を定めることになるが、現
在、“要”である指導員が専門性に見合う待遇となっ
ていない。新制度では、指導員待遇改善のため、指導
員を常勤にするなど、市が新たに予算措置をすれば、
国は補助額を増額することを検討しているが、市とし
てどう考えているか。
答	 財源面でいい制度があれば、研究して採用してい
く予定である。また、必要があれば指導員の増員も行
うつもりである。
問  ほとんどの学童で保護者会活動がない。新条例で
保護者会活動の確立の措置を講じていくべきではないか。
答	 条例中に位置づけられるか、可能性について検討
する。

渋滞の激しい谷稲葉IC付近

市内にある特別支援学校
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問 	有識者らでつくる「日本創成会議」でも指摘し
ているが、人口減少社会の中で住民サービスを提供
していくためには、多角的な連携の議論は避けて通
れない。今後の広域連携についての所見を伺う。
答	 行政効率やサービス提供能力の向上・維持を図
るためには広域的な連携戦略は不可欠。これまでの
焼津市に島田市も加えた連携の取り組みを始めてい
るが、県と市町による「行政経営研究会」にも参加
し、積極的にリーダーシップを発揮していく。

自動販売機における設置方法の見直しについて

藤枝市立総合病院の未収納問題について

障がい者雇用について

問  入院費及び治療費の未収納の現状について。
答	 平成25年度末での未収金は、一部を除き6,648
件の約1億5,730万円となっており、前年度末と比べ、
約1,700万円、9.7%減少している。
問  集金業務の民間への業者委託の導入について。
答	 県内でも一部の自治体病院で弁護士事務所等へ
委託している例もある。当院でも費用対効果を含め
て今後、前向きに取り組んでいく。

問  障害者雇用促進法に関する法律の一部が改正さ
れ、平成28年に障がい者に対する差別の禁止、合
理的配慮の提供義務、平成30年には法定雇用率の
算定基礎に精神障がい者を加えることとなるが、本
市の見解を伺う。
答	 これらの法改正は障がい者が働きやすい環境の
整備や、企業における障がい者雇用への認識の強化
に繋がるものであり、就労を望む障がい者の雇用は

公　明　党

議員山本　信行

問  北海道恵庭市とは本年2月に「災害時相互応援
協定」を締結し、5月には恵庭市の職員が藤枝市を
訪れ、交流に関する協議を行ったと報道されていた。
恵庭市との今後の交流について伺う。
答	 本市と恵庭市は、空港を利用した相互交流が行
いやすいことに加え、様々な異なる豊かな文化を持
つことから、両市の交流は相乗効果をもたらすもの
と感じている。先方が交流を熱望しており、本年中
に友好都市提携を締結したいと考えている。
問 	市長は施政方針で、「大学と連携した地域の課
題解決への研究」と述べているが、今後の連携の進
め方についてどのように考えているのか。
答	「選ばれるまち」を実現していくためには「知
の拠点」とも言える大学との連携は欠かせない。大
学においても「域学連携」が求められている中、5
月29日に静岡産業大学と「包括的連携協定」を結び、
6月24日には静岡大学とも同様の協定を締結する。
大学の持つ専門的知見や学生の感性を活かし、連携
が市民にも実感できるよう施策を展開していく。

連携と交流について

問  自治法の一部改正により、自動販売機の設置に
ついて公募が出来るようになった。地元企業への配
慮をしつつ、試験的に公募への切り替えは可能か。
答	 市内では49施設に138台の自動販売機を設置し
ているが、公募への
切り替えが可能なも
のは60台程と見込ま
れる。設置の経緯や
条件を整理・調整し
ながら、施設管理の
経営的視点から、手
法を検討し見直しを
図っていく。

公　明　党

議員大石　保幸

上向いていくのではないかと捉えている。今後も、障
がいのある人が、生まれ育った藤枝市で安心して暮ら
し続けていくことができるよう、障がい者に対する就
労支援をはじめとした、福祉施策の充実を図っていく。
問  市内における雇用率の現状等について。
答	 平成25年６月期の状況では市内に障がい者雇用の
対象となる従業員50人以上の事業所は82あり、これら
の事業所にフルタイム換算で、身体障がい者が106.5
人、知的障がい者が77.5人、精神障がい者が16.5人､
合計で200.5人が雇用されており、平成24年の同じ時
期と比較して、身体障がい者が8.5人､ 知的障がい者
が5.5人、精神障がい者が１人、合計で15人増えている。
問  「静岡県障害者雇用
ガイドブック」を参考に

「藤枝版のガイドブック」
を作成したらどうか。
答	 事業主にとっても、
身近な事例の紹介は非常
に重要な視点であり、ご
提案の「藤枝版ガイド
ブック」はとても良いア
イディアであり、今後、
産業振興部との連携を図
り、検討していく。

様々な設置方法が考えられる自動販売機

障害者雇用ハンドブック
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問  ごみの更なる減量について伺う。
答	 分別収集の徹底により、人口は増加しているが
平成21年度以降、燃やすごみは毎年減量傾向にある。
燃やすごみの６割を占める生ごみの分別収集に取り
組み、平成25年度29町内会約6,300世帯から約473ｔ
を回収し、その結果燃やすごみが約1,062ｔ減量さ
れた。今後も再生可能な紙類・プラスチック類の分
別の徹底や、生ごみの新たな処理ルートの開拓・分
別収集地域の拡大を図り、燃やすごみの減量に取り
組む。
問 	日本一環境にやさしく、安全・安心なクリーン
センターにするための
考えを伺う。
答	 環境保全に最大限
配慮した計画とし、さ
らに、最新鋭の設備を
導入し、安全・安心が
確保された施設とする。
単なるごみ処理施設で

「交通安全日本一！」の推進のため、危険個所の点検を

小中学校の教職員の勤務形態の改善を

認知症の高齢者とその家族への支援

問  道路上の消えかかっている停止線を、引き直す
ことはできないのか。
答	 ①カーブミラー、ガードレール、交差点内のカ
ラー舗装、外側線については市が実施。道路標識を
始め、その他交通規制に関するものは警察が実施。
②「止まれ」の道路標識がない交差点にある白線に
ついては、市も警察も引き直すことはできない。
要望書の提出が、まず必要である。
③昨年度の要望書提出数は99件であり、それに基づ
いて実施した着工件数は９件である。着工率が10％
以下であるが、例
年これくらいの数
字である。
④交通事故が一件
でも減るよう、道
路整備をするとと
もに、警察に対し、
今まで以上に要望
をしていく。

問  養護教諭２人配置校の増加について
答	 ①養護教諭は、一人職であり、大変多忙である。
学校間で、連絡を取り合って仕事を進めている。
②学校から要請があった場合、短期間、事務的な補
助員として、養護教諭の仕事を手伝うための職員を
派遣することは可能である。
問 	「教科ボランティア」の導入について伺う
答	 教育日本一を掲げ、学校、家庭、地域が連携し、
豊かな人づくりの施策に取り組んでいる。様々な試
みを行っているが、中でも「学校サポーターズクラ
ブ」については、まだ新しい事業であるが、子ども
たちを地域ぐるみで育てるという想いもあり、今後、
市全体に発展させていきたい。「学びの環境モデル
ふじえだ」実現を目指していく。

問  市内における年間の行方不明者数について伺う。
答	 昨年１年間で29人の相談があり、全員保護され
ている。うち25件が同報無線で放送された。市外で
の保護が５件あり、遠くは川根本町であった。
問 	地域ぐるみの支援体制について伺う。
答	 認知症を正しく理解し、さりげない見守りや声
掛けの輪を広げるよう、きめ細かく取り組んでいる。
今後新たにモデル地区を設定し、町内会や地区社協
関係者が集まり「認知症の人と、その家族を支える
ための地域づくり」をテーマに、安心すこやかセン
ターにおいて「アクション・ミーティング」を開催
する。
問 	家族への支援体制について伺う。
答	 認知症サポート医や国家資格を有する専門職を
構成メンバーとする「認知症初期集中支援チーム」
を設置するよう、既に協議・調整を進めている。
また、家族の申し出により、氏名や身体の特徴など
を事前に登録し、行方不明になった場合でも早期に
保護されるよう、警察や消防と連携した新たな体制
づくりとその運用方法について検討を始めている。

問 	自転車登校の中学生の事故件数と安全対策
答	 ①交通安全教室、自転車点検などを実施した。
②登下校中、地域の方々のご協力をいただき、学校
職員も一緒になって指導を行った。昨年度事故件数
は、ゼロであった。
③この成果を子供たちに返し、今後の指導に生かし
ていく。

はなく、付加価値の高い施設としなければならない。
万が一大災害が発生した場合には、避難場所・災害
復旧のための防災拠点として活用できるよう考えて
いる。

藤　新　会

議員水野　　明

60　社　中

議員遠藤久仁雄

ごみ処理問題とクリーンセンターの整備

交差点では安全確認を！

秋から変わる生ごみ回収方法
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問 	優遇制度活用による企業立地推進の効果を伺う。
答	 企業立地促進事業費補助金補助件数18件、補助
額610,000千円に対し、新規雇用608人、企業の設備
投資による税収が約20億円で波及効果が大きい。

して具体策を促進しており、そのうち「耕作放棄地
緊急対策事業」では、昨年度10名の意欲ある担い手
に、2.3haの農地集約化を図った。また、「農業経営
対策事業」では、認定農業者等に対し農業用機械等
の導入を支援している。そして、本市独自の取組と
して「農業相談窓口」があり大井川農業協同組合と
連携し、就農支援をはじめとする各種支援を一括し
て行う「ワンストップ窓口」を設置し、専門スタッ
フによるきめ細やかな対応をしている。さらに、県
で実施している「がんばる新農業人支援事業」につ
いて、研修先の斡旋や研修時の収入補助等の支援制
度があるので、その活用を推進している。
問  高齢の農業従事者に対する支援および後継者が
いない場合の農地の保全と活用について伺う。
答	 新制度として設立された「農地中間管理機構」
を活用し、意欲ある農業者や農業生産法人に対し、
後継者のいない高齢者農家等が所有する農地への賃
借による利用権
設定を進め、藤
枝市農地流動化
奨励金・助成金
制度の利用促進
を図り、農地の
荒廃化防止と新
たな担い手確保
に努めている。

再生可能エネルギー導入促進について

農業を基盤とする中山間地域の再生に向けて
問  過疎少子化が著しい農林業振興地域の瀬戸谷地
区において、就農をめざす青年層のための市営農業
者住宅団地を造るなど、移住・定住施策をどのよう
に考えているか。
答	 現在は、空き家バンクによる移住の促進に取り
組んでいる。市営農業者住宅団地を建設することは、
農地法などの法的規制があるほか、市が直接、空き
家や土地・建物の売買、斡旋等を行うことは宅建取
引法上の規制や民間業者への圧迫という課題もある。
また、市が土地・建物を保有することは維持管理等
をはじめ自治体として適切かどうか課題である。し
かし、地域にとって定住につながる就農者の確保は、
持続可能な地域づくりに大変重要な課題であるので、
今まで以上に地域と行政との連携を密にし、受入体
制の構築と就農に向けた移住希望者の相談・支援に
努めていく。
問  意欲ある農家や新規就農者育成のために総合的
な支援に取り組まれる考えがあるか伺う。
答	 本市策定の『中山間地域活性化基本計画』に則

60　社　中

議員平井　　登

問  産業振興ビジョンが目指すものは何か伺う。
答	「地域の中小企業、小規模事業者の持続的成長
を支えるまち」を掲げ、地域経済の成長を目指す。
問 	産業ビジョンが特筆すべきものは何か伺う。
答	 柱に「健康・福祉関連産業を育成するまち」を
位置づけた。また、「サッカーや食文化」、次世代の
キーワードである「環境」を重点産業と位置付けた。
問 	エコノミックガーデニングの今後の展開を伺う。
答	 本年６月に中小企業者等の身近な相談窓口とし
て駅南図書館に支援センター「エフドア」を開設。
問  「エフドア」の常駐者について伺う。
答	 運営を委託するＮＰＯで２名の常駐者を雇用。
二人とも30代で民間企業での経理・税務・経営分析
などの業務経験があり、一人は起業経験もある。
問 	創業支援事業計画の内容を伺う。
答	 県下で４市が認定され、創業者は登録免許税の
軽減、信用保証枠の拡大等の支援が受けられる。
問 	創業支援事業計画における数値目標を伺う。
答	 平成26年から２年間で年間25件創業を目指す。

藤枝市の産業政策の方向性について 問  太陽光発電と一般廃棄物以外の新エネルギーを
伺う。
答	 木質系バイオマスと下水汚泥バイオマスの熱利
用と中小水力を導入可能性ありと評価している。
問  太陽光発電システムの平成25年度末設置率と目
標を伺う。
答	 設置件数は3,669件で設置率約8.3％。目標は平
成27年度までに4,600件、10％以上を目指す。
問  屋根貸し事業の対象施設見直し見込みを伺う。
答	 勾配屋根や市外事業者に拡大し応募要件の見直
しを行う。小中学校５施設と合わせて10施設を見込
んでいる。防水性や耐荷重の検証が必要となる。
問  公共施設等の省エネルギー対策推進方針を伺う。
答	「省CO２加
速化・基盤整備
事業」で初期投
資をリース化し、
効果が検証でき
れば具体的に進
める。

藤　新　会

議員杉山　猛志

乗用型茶摘採機を使った山間地での作業風景

志太広域事務組合で設置した太陽光発電
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問  中山間地域が寂れていき、農地を守っている高
齢者がやれなくなった時どうなるか。住民は心を痛
めている。市長は『藤枝市に「限界集落」は無い』
と言ったがこの見方は正しいか。調査にもとづいたも
のか。
答	「限界集落」という表現を使いたくないのは質
問者と同じだが、大字単位でみれば、限界集落は無
いと考えている。
問 	市は、深刻な実態を正確につかんでいないので
はないか。私はいくつかの集落について一戸ごとに
調べたが、65歳以上が過半数で集落自治が困難に
なって隣の町内会に編入されたり、神社などの伝統
行事が出来ない集落はいくつかある。大字では野田
沢がそうだが、大字の瀬戸ノ谷には７つの集落があ
り、限界集落か、あるいは限りなくそれに近い状態
だ。大字で見ていては深刻な実態を見落としてしま
う。市はこれら個々の集落について実際に調査をし
ているのか。
答	 個々には、そこまでやっていない。

清潔できれいなまちづくり推進について

地域の交通手段の確保について

問  環境美化の活動の今後の展開を伺う。
答	 現在、藤枝市まちをきれいにする条例に基づき、
各町内会から推薦された219名に対し環境美化推進
員として委嘱をしている。今後も、自治会、環自協
等との連携を図りながら地域の環境保全に努める。
問 	放置猫の問題について伺う。
答	 現在蓮華寺池公園において飼い主のいない猫を
適正に管理するために、「蓮華寺池公園藤枝地域猫
の会」を組織し、繁殖の抑制を目的とした「不妊去
勢手術」の実施及び置き餌の防止対策として、食べ
終わった後の掃除の徹底を行っている。今後は、蓮
華寺池公園をモデルケースとして地域の実情に応じ
た対応を進めてまいりたい。
問  まち美化運動推進への今後の展開について伺う。
答	 環境美化推進員、環自協、自治会との連携のも
と、巡回指導やパトロール等監視体制を強化し、散
乱するごみの減量化を図っていく。

問  民間バス路線退出地域における交通手段の現状
と今後の展開を伺う。
答	 今後、高齢化社会の進展に伴い、通院や買い物
に不便をきたす交通弱者が増えることが予想されて
いる。地域で作る持続可能な公共交通を目指して、
地域の方々と十分協議すると共に、地域公共交通会
議での議論を重ね、民間バス路線や種々の地域コ
ミュニティバスを組み合わせ、地域の実情に合った
公共交通を地域の方々と共に構築していく。
問 	民間バス路線のない地域の外出困難な市民への
対応を伺う。
答	 今後、いつどこに行くために、どの程度の輸送
手段が必要かなど、地域の需要を調査・把握し、地
域の皆様と公共交通について十分話し合うことが重
要である。そのためにも、今後は、公共交通を考え
る地域の組織づくりをお願いしていくとともに、住
民、行政、事業者等が一体となって、地域の実情に
合った交通形態を形にしていく。

問  市が平成23年３月に策定した「中山間地域活性
化基本計画」も科学的な調査がないから、中山間地
域に人口を増やす一番大事な定住政策が抜け落ちて
いる。安い宅地があれば、人口が増やせることは、
朝比奈地区で証明されている。市が宅地のミニ開発
をやるべきではないか。
答	 農地法の規制もあり、なかなか難しい。
問 	空き家を市が買い上げ更地にして、安く提供し
若い世代を呼び込む宅地提供政策は如何か。
答	 空き家の市による買い取りは慎重にいきたい。
問 	空き家バンクでは改修費補助、就農支援の組み
合わせで成功している市がある。工夫が必要では。
答	 空き家バンクの利用は瀬戸谷に６世帯、朝比奈
に４世帯だが、助成の
拡充など、より配慮し
た制度にしていきたい。
問 	増え続ける耕作放
棄地を市が仲立ちして
つくりたい人に無償で
貸し出す政策はどうか。
答	 安易な農業参入は、
更なる荒廃化につなが
るので慎重に取りくみ
たい。

日本共産党

議員大石　信生

市民クラブ

議員天野　正孝

中山間地域を元気にする提案

西
焼
津
水
守
線

藤
枝
駅
光
洋
台
線

藤枝駅と上青島地区、光洋台地区を結ぶ路線。
藤枝総合庁舎へおこしの際に! !

西益津地区、広幡地区と西焼津駅を結ぶ路線。
中部国道線に連絡し藤枝駅方面へ!!藤枝駅光洋台線藤枝駅光洋台線 西焼津駅水守線西焼津駅水守線

追分西 前
駅
枝
藤

瀬戸瀬戸

新瀬戸団地新瀬戸団地

光洋台東光洋台東光洋台西光洋台西

光洋台南光洋台南

一里山一里山 上青島上青島 三軒屋三軒屋

藤枝総合庁舎藤枝総合庁舎

追分西

瀬戸新屋瀬戸新屋

青島小学校前 前
駅
枝
藤

運　　賃

小人（高校生以下）
幼児（就学前） 無料

※　　　の部分は回り方が反対になるので、
　　ご注意ください。
※平日１・２便は藤枝総合庁舎まわり、
　平日３・４便は三軒屋まわり

※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉
手帳及び戦傷病者手帳所有者は上記の金額の半額

平日のみ。 運休。
運賃の支払い方

車内にてご購入いただけます

回 数 券
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バス停
平　日

1 2
藤枝駅前 6：45 8：12
文化センター前 6：47 8：14
瀬戸新屋 6：49 8：16
青島小学校前 6：50 8：18
追分西 6：51 8：19
藤枝総合庁舎  ※ 6：52 8：20
新瀬戸団地　  ※ 6：54 8：24
光洋台東　　  ※ 6：57 8：26
光洋台西　　  ※ 6：58 8：27
光洋台南　　  ※ 6：59 8：28
一里山　　　  ※ 7：02 8：32
上青島　　　  ※ 7：03 8：33
三軒屋　　　  ※ 7：04 8：34
瀬戸　　　　  ※ 7：05 8：35
追分西 7：07 8：36
青島小学校前 7：08 8：37
瀬戸新屋 7：09 8：38
文化センター前 7：12 8：40
藤枝駅前 7：13 8：42

バス停
平　日

3 4
藤枝駅前 17：17 18：57
文化センター前 17：19 18：58
瀬戸新屋 17：22 19：00
青島小学校前 17：23 19：01
追分西 17：24 19：02
瀬戸　　　　  ※ 17：25 19：03
三軒屋　　　  ※ 17：26 19：04
上青島　　　  ※ 17：27 19：05
一里山　　　  ※ 17：28 19：07
光洋台南　　  ※ 17：30 19：09
光洋台西　　  ※ 17：31 19：10
光洋台東　　  ※ 17：32 19：11
新瀬戸団地　  ※ 17：34 19：13
藤枝総合庁舎  ※ 17：37 19：18
追分西 17：38 19：19
青島小学校前 17：39 19：20
瀬戸新屋 17：40 19：22
文化センター前 17：43 19：24
藤枝駅前 17：44 19：25

平成26年4月1日現在

デマンドタクシーとは限られた区間を自宅から目的地、目的地から自宅まで運行する乗合のタクシー
のことです。
自宅か目的地以外での乗降はできなく、バスのように運行時刻が決まっ
ています。
利用できるのは対象エリアの住民で会員登録が必要です。
また利用する際には予約の電話が必要になります。
バス路線が廃止された一部地域で運行をしています。

藤枝市デマンドタクシーについて（一部地域のみ運行）

デマンドタクシー説明文

中山間地域活性化基本計画  H23.3制定
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答	「花回廊のまち・ふじえだ構想」を検討。新し
い花木の植栽や、ボランティアの方々との協働を推
進すると共に、花の場所や見頃・時期がわかり易い
花暦を作成しPR。
問 	地域振興と市の活性化について
答	 蓮華寺ホー
ルの改修にあわ
せ、子育て支援
の機能を有した
施設としての活
用を考える。

きではないか。
答	 現状では子ども医療費助成に約５億円の支出が
あり、無料化すればさらに約１億円以上の支出が必
要となる。財政的には慎重にならざるを得ず、現在
のところ、無料化は考えていないが、乳幼児・未就
学児への助成など、今後研究すべき点があると考え
ている。
問  中学３年生までのこども医療費助成を今後どう
ようにしていくのか。
答	 自己負担金額500円という制度は今後も継続し
ていくが、この自己負担部分を県の制度にて補助対
象となるよう、制度改正の要望を行っていく。
　また、こども
医療費助成制度
の地域格差も指
摘されているた
め、国や県の動
向を注視しなが
ら、今後も調査
研究を重ねてい
く。

橋梁の耐震化に対する計画とその対応について

子ども医療費の助成について
問  こどもの医療費は、通院１回５００円、入院１日
５００円の自己負担金額がかかるが、なぜこのように
なったか。
答	 当市では県内の他市に先駆けて、平成21年度
から、中学３年生までのすべての子どもを対象に、
医療費の助成を行ってきた。その当時から、受益者
負担の原則に則り、500円の自己負担をお願いして
きた。
　今後も制度の安定的な運用の為、500円の自己負
担をお願いしていく。
問  県内他市町のこども医療費助成は現状どのよう
になっているか。
答	 県内35市町のうち22の市町で、入院の自己負担
金額は無料となっており、そのうち12の市町では入
院・通院とも自己負担金額無料となっている。
問  近隣の市町でも無料化が導入されているところ
もある。通院は自己負担ありでも、入院費は無料と
いう市町もある。藤枝市でも、入院だけ無料とか、
６歳以下は無料とする等、段階的にでも導入するべ

市民クラブ

議員鈴木　岳幸

問  現在の進捗状況について
答	 平成25年度より28年度を計画期間とし、主な整
備は用地の買収・駐車場・藤棚・広場の整備と蓮華
寺池ホール及びプロムナードの改修。本年度は残り
の用地の買収と、喫茶エリアの造成を中心に工事。
問 	今後の整備・運営を進める上での連携について
答	 公園を観光・おもてなしの拠点として位置づけ、
出店エリアに関しては商工会議所と、園内に関して
は各種ボランティアの協力を得ながら進める。
問 	藤を始めとする樹木や花の対策について
答	 高木・樹木の枝払いや伐採を定期的に行い日照
量の確保と、新しい株への植え替えや肥料を変える。
問  「藤」の花に関する取り組みについて
答	 職員・管理業者の研修を実施し、人材の育成を
図る。平成27年度より、蓮華寺池公園の再整備計
画を策定。専門性を持った職員を育成し、藤の育成
に力を注ぎ、「日本一の藤の里」を揺るぎないもの
にする。
問 	１年通じて花を楽しめる蓮華寺池公園について

蓮華寺池公園とその再整備事業について

問  本年予定している橋梁の修繕及び更新について
答	 修繕実施予定橋梁は６橋でこの内１橋は更新。
問  長寿命化修繕計画策定の調査実施内容について
答	 市内の橋梁1,296橋の内、重要度の高い市道に
かかる174橋を計画対象とし400項目を点検。残りの
1,122橋についても20項目の点検をし、５年に一度
のサイクルで実施している。
問  橋梁耐震化の取り組みについて
答	 緊急輸送路として重要な築地高架橋、原跨線橋
の２橋はすでに耐震化が完了。来年度から長寿命化
修繕事業とともに、計画的に耐震化も併せて進める。

藤　新　会

議員西原　明美

通院 1 回 入院１日

静岡市 500 円 無 料

藤枝市 500 円 500 円

島田市 500 円 500 円
※6歳以下は 無料

焼津市 無 料 無 料

牧之原市 500 円 500 円

吉田町 無 料 無 料

川根本町 無 料 無 料

近隣市町の子ども医療費自己負担額

蓮華寺池公園
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　平成25年度政務活動費はこのように使われました。
　政務活動費とは、地方自治法の規定に基づき条例で定められており、議員の調査研究その他の活動に資する
ため必要な経費の一部として、会派及び会派に所属しない議員に対し交付される費用です。
　藤枝市議会の政務活動費は、１人あたり年額300,000円であり、一括して年度当初に各会派（または議員）
に交付され、残額は市に返還しています。

平成25年度政務活動費内訳（全体）政務活動費交付金

会派名 当初交付額 支出額 返還額 実質交付額

※藤新会
（13名→12名） 3,853,256 3,836,265 16,991 3,836,265

市民クラブ
（４名） 1,200,000 1,369,105 0 1,200,000

日本共産党
（２名） 600,000 624,008 0 600,000

池田博議員 300,000 298,049 1,951 298,049

大石保幸議員 300,000 239,929 60,071 239,929

志村富子議員 300,000 319,015 0 300,000

計 6,553,256 6,686,371 79,013 6,474,243

（単位：円）

※藤新会：平成26年3月14日会派構成人数が変更。 ※条例等については、議会ホームページをご覧ください。

表紙の写真を募集します！

調査研究費

研修費

13.5％

48.4％

資料
購入費

資料
作成費

広報費

事務所費
3.4％

1.9％

17.0％

12.3％
広聴費
3.5％

平成25年度　政務活動費

　市議会では、年４回（５月・８月・11月・２月）ふじえだ市議会だよりを発行しています。開かれた議会を
目指し、より市民に親しまれる「ふじえだ市議会だより」にするため、表紙の写真を募集します。

募集する写真
　藤枝市内で撮影されたもので、子どもを被写体とした風景
や、まつり・学校行事・地域行事等の各種イベントの写真

応募方法
　住所・氏名・電話番号・写真のタイトル・撮影場所・撮影
日時を記入の上、議会事務局へメール、もしくは郵送・持
参してください。

応募上の条件・注意
　・藤枝市内で撮影されたもの。
　・被写体が人物の場合又は個人の所有物である場合は、必
ず被写体ご本人（未成年者の場合は保護者）又は、所有
者の承諾を得てください。

　・ご応募いただいた写真は原則返却いたしませんので、予
めご了承ください。

　・応募及び採用に対する賞品等の贈呈はありませんので、
予めご了承ください。

選考・採用
　・市議会広報広聴委員会で決定し、掲載します。
　・採用者には電話にて連絡した上、掲載します。

応募の締め切り
　５月20日号………２月定例会２日目まで
　８月５日号………６月定例会２日目まで
　11月５日号………９月定例会２日目まで
　２月５日号………11月定例会２日目まで

　☆次号11月５日号の締め切りは９月11日（木）予定！

お問い合わせ
　藤枝市議会事務局（市議会広報広聴委員会）
　住　所：〒426-8722　藤枝市岡出山１－１１－１
　電　話：０５４－６４３－３５５２
　メール：gikai@city.fujieda.shizuoka.jp

　※詳細について、議会事務局ホームページをご覧いただ
くか、議会事務局へお問い合わせください。

みなさまのご応募

　お待ちしてます!!
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４
月
に
当
選
い
た
し
ま
し
た
16
期
の

市
議
会
議
員
に
よ
る
、
初
め
て
の
定
例

会
が
６
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
人
議

員
８
名
の
内
、
私
も
含
め
５
名
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
新
人
は
ま
だ
ま

だ
経
験
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
思
い
描
く
市
政
の
理
想
に
向
か

い
、
勉
強
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
は
市
民
の
皆
様
に
、

ま
ず
市
議
会
の
事
を
知
っ
て
頂
き
、
そ

し
て
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
、
そ
の
為

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。『
市
議
会

の
見
せ
方
』
に
対
し
て
の
、
皆
様
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

委
員　

鈴
木　

岳
幸

　

９
月
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら

10
月
３
日
ま
で
の
31
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

る
予
定
で
す
。

９
月
３
日　

本
会
議
１
日
目
（※）　

議
案
上
程

　
　

11
日　

本
会
議
２
日
目
（※）　

一
般
質
問

　
　

12
日　

本
会
議
３
日
目
（※）　

一
般
質
問

　
　

16
日　

本
会
議
４
日
目
（※）　

一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
案
質
疑

　
　

17
日　

現
地
審
査

　
　

18
日　

常
任
委
員
会

　
　

19
日　

決
算
特
別
委
員
会
①

　
　

22
日　

決
算
特
別
委
員
会
②

　
　

24
日　

決
算
特
別
委
員
会
③

　
　

25
日　

決
算
特
別
委
員
会
④

10
月
３
日　

本
会
議
５
日
目
（※）　

採　

決

（※）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
生
中
継
・
録
画
配
信
）

　

議
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
様
の
生
活
に
直
結
し
た
重
要

な
問
題
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

本
会
議
の
当
日
、
市
庁
舎
５
階
の
傍
聴
席

入
口
で
受
付
し
て
い
ま
す
。
受
付
は
、
ご
住

所
と
お
名
前
を
記
入
す
る
だ
け
で
す
。

問
い
合
わ
せ

【
議
会
事
務
局
】
電
話
６
４
３
―
３
５
５
２

９
月
市
議
会
定
例
会

議
会
を傍
聴
し
ま
せ
ん
か

編
集
後
記

　藤枝市議会では、開かれた議会を目指して議会の広報広聴活動の充実に取り組んでおります。
その一環として、議会活動の内容を市民の皆様にお知らせし、ご意見をいただくための「議会タウ
ンミーティング」を開催いたします。
　多くの皆様のご参加をお待ちしております。

議会タウンミーティング開催のお知らせ

11月９日（日）　午後２時00分～
　葉梨公民館　大会議室

11月15日（土）　午後２時00分～
　西益津公民館　集会室
　大洲公民館　集会室

開催日時・会場

概要（予定） 参加方法

１．議会報告
２．意見交換

申し込みは不要です。直接
会場にお越しください。

市議会広報広聴委員会
写真左から、（前列）石井委員長、小林副委員長、

（後列）鈴木委員、平井委員、油井委員、大石保委員

昨年の様子


